
機能

交通

西郷港周辺地区と
島をつなぐ道づくり

交流

早期から継続的な交流を生むまちづくりの推進

商業

まちとつながるアイノマのなりわい空間

暮らし

住み続けながら新しい商業・生活の基盤をつくる街区更新

景観

海と街がつながる新しい港の景観

防災

豊かな生活空間と防災機能を重ねる

隠岐の島の玄関口に人が日常的にいる風景をつくることで、元々の地域
の店舗と新しい店舗の出店・継続の機会を創出し、島にしかない地域と
のふれあいをベースに、隠岐の島の履歴と未来がつながり、住民や来訪
者が楽しめる商業機能を充実していきます。左中図で示すように従前の
商業面積をカバーしつつ、交流を促す「集い場」機能を挿入することで
賑わいを創出します。

改修エリアの暮らしと商業の仮移転先となる転居支援センターの早期
整備により、近くに住み続けながら新しい商業・生活の基盤をつくる
街区更新を実現します。まちなみラボ※による地域の悉皆調査と、多様
な再生手法が連動する街並み再生モデルにより、西郷港周辺地区にお
ける空き店舗・空き家の活用実績を蓄積し他地区に展開します。
また西郷港周辺地区では、新たな生活様式での生活行為の多様化に対
応できるよう、住居と交通空間やオープンスペースなどの近隣環境が
一体的に利用可能なQOLや子供の幸福度が高い居住地を創出します。

施設・住宅の郊外移転により現在人の姿が
見えづらい西郷港周辺地区に様々な活動の
場を創出し、かつうみ-まち軸と大社分院通
りに賑わいを集約することで、隠岐の島町
の顔となる、常に人がいる風景の創出を目
指します。
またターミナルの隠岐杉フレーム、うみ-ま
ち通りの隠岐杉ファニチャー、リノベーシ
ョン、新築街区改修の隠岐杉屋根など、統
一した地場産材の活用により明るく新しい
地域の景観をつくります。

海から台地へまっすぐつながる国道をうみ・
まち通りとして補強し、災害避難路整備（台
地への道・手すりの設置）と合わせ、道自体
が港から台地への避難サインになる明快な空
間構成とします。また改修するターミナルの
大階段や沿道の建築の2Fテラスなど身近な
高い場所を一時避難場とします。
苗木パークなどの展開は密集住宅街の延焼防
止（防災広場）としても機能します。
樹木が生い茂る台地は倒木リスクのある樹木
を防犯・防災の観点から伐採するとともに、
4地域合同の防災訓練時や有事の避難先とし
て利用されるよう整備を検討します。

明快な動線と交通機能の整理、臨港道
路のシェアドスペース化による人々の
生活交通の重ね合わせにより、隠岐の
島の玄関口にふさわしい魅力的でにぎ
わいのある交通空間を創出します。
港と島巡りルート（広域車両動線）と
マチナカ散策ルート（歩行者動線）を
つなぐ、重要な島内の交流・交通拠点
となる軸と結節点を形成します。
休憩所・ベンチ・美装化などの周辺地域へ
の展開と災害時に利用できる安全安心
な道づくりを進めていきます。

「島民」「新島民」「来訪者」がそれぞれが求める新しい「日常以外の
環境」が重なり、「食、人、モノ、コト、学、働」の様々な活用をする
人が、同じ空間を共有する交流の場を地域と一体でつくっていきます。
特に地域との共感が難しいまちづくりの最初の時期を特に重視し、ラボ
の早期立ち上げや、ターミナルの将来像の壁画づくり、事業開始初年度
から将来港の緑化や地域へ植樹する苗木を育てる苗木パークの活動など
継続的な交流を生むまちづくりを進めていきます。
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※「まちなみラボ」の詳細は２ページ目左下を参照
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■街区平面図 地上階■混合型平面図 ■集合新築平面図

■混合型のテラスからうみ・まち通りを見る

■3層吹き抜けのうみ・まちコアは風雨から守られた半屋外空間で、
　集い場や観客席にもなる大階段を中心にうみ・まち・人を立体的につなぐ

■分院通りと灘通りを見る

スタジオは全開放して
野外ステージとなる

隠岐杉の庇や軒が一体的
な風景をつくる

既存の地割と建物が
過去と未来をつなぐ

物見テラスは人々を
アイノマに誘い込む

集合新築型 ターミナル

本箱
物見テラス

本箱 灘通り

隠岐スタジオ

出雲大社分院

うみ・まち通り

参道商店街

集会所
あんきマルシェ

■うみ・まち通りから台地を見る/隠岐らしい街並みを継承しつつ、新旧様々な型の建築物が共存する風景は進化し続ける。島の暮らしと賑わいを支え、新しいまちづくりの未来の顔となります。
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様々な土地の所有形態や段階的な建て替えを可能にする
建築物の 5つの型を街区システムとして設定します。

職
住近接の暮らしを継承し、容積や駐車場の効率化を行い
ながら、多様性と一体感のあるまちをつくります。
まちの履歴を次世代に継承した、交流、商業、暮らしが
見える隠岐の「懐かしい未来」の物語と風景をつります。

『A：個別リノベ型』は、リノベー
ションで既存建物を有効活用。街
並みを継承しつつ、通り沿いの開
放性高い空間で交流を生みます。
『Ｂ：個別新築型』は、既存の地割
りをそのままに景観ルールに沿っ
た新築で土地を有効活用。建物の
建ち方で街並み継承しつつ、Aと
同様の空間型式で、交流、商業、
暮らしを見える化します。

有効活用されてない土地を一体化利用し
た新築のバックアップコアは、ABの個別
型 と共存しながら、容積の有効活用や駐
車場などの機能集約を行い、火災時には
延焼防止帯として機能します。3階の休
憩テラスは、イベント時は観客席、災害
時は避難所になると同時に、セットバッ
クで既存の街並みと連続します。街区に
一体感を与える大屋根、新旧が同居する
ハイブリッドな風景をつくります。

街区全体を一体的に新築し、商業や住宅、駐車場などの機
能集約を行う。2階テラスは商業利用やイベント時の観客席、
テラス下は「遊び場」や「本箱」、「学び場」として、うみ・
まち通りの賑わいをつくります。通り沿いの家型ボリュー
ムは、既存の街並みと連続します。
『D: 島民＋新島民棟』は、職住一体のシェアハウス併設チャ
レンジショップで、２階アイノマは、事業相談などのコミュ
ニケ -ションキッチンとなります。『E：島民棟』は、個別
住宅と店舗の集合体。アイノマの昼は商業利用、夜は近隣
住民の隠れ家として、まちの新しいたくらみが生まれます。

■街区システム

C混合型 集合新築型 (D：島民＋新島民棟／ E：島民棟 )A：個別リノベ型／ B：個別新築型

単位㎡既存施設と提案面積
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隠岐の島〈アイノマ〉ゲート
-次世代まちづくりのための西郷港-
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空間整備①　2022（R4）～2026（R8）年度整備内容 空間整備②　2027（R9）～2029（R11）年度整備内容 空間整備③　2030（R12）～2032（R14）年度整備内容
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うみ・まち通り 実施設計 整備基本設計調整・協議

まちの遺伝子ラボ（転居支援センター） 整備基本実施設計

集会所・あんきマルシェ 整備実施設計基本設計調整・協議

臨港道路再整備（シェアドスペース）

ステージ広場 各種調整・協議 基本設計 実施設計 整備
マルシェ広場／お魚広場 各種調整・協議 実施設計基本設計 整備

港湾部広場 基本設計 実施設計 整備各種調整・協議・港湾計画変更

集合新築型(島民・新島民) 整備実施設計基本設計調整・協議

目貫通り／国道485号再整備 目貫通り整備 国道整備実施設計基本設計調整・協議

台地アクセス路整備 各種調整・協議 実施設計基本設計 整備

フェリーターミナル改修 基本設計 実施設計 整備各種調整・協議・港湾計画変更

集合新築型(島民) 各種調整・協議 実施設計基本設計 整備

整備実施設計基本設計各種調整・協議

実施設計基本設計各種調整・協議・社会実験 整備

個別相談 リノベ・新築

大社分院通り 各種調整・協議 実施設計基本設計 第 1期整備 第 2期整備

港湾部道路・町営駐車場再整備 各種調整・協議・港湾計画変更 基本設計 実施設計 整備

隠岐の島〈アイノマ〉ゲート
-次世代まちづくりのための西郷港-

”アイノマ”とは、異なる性質の部屋をつなぐ間の部屋（間の間）のことです。
私たちは、台地-まち-海をつなぎ、マチナカをつなぐ西郷港を、
隠岐の島町の〈アイノマ〉として見立て、
島民・新島民・来訪者のそれぞれが求める”超日常””新日常””異日常”が重なる
まちづくりの基盤としていくことを提案します。

西郷港に新たにつくられる〈アイノマ〉が、島に暮らす人、島に訪れる人が
共に過ごす豊かな風景をうみ、次世代の隠岐の島のまちづくりの土台となる
つながりを育んでいきます。

アイノマ

■西郷デザインノート

1.設計趣旨（デザインコンセプト）

既存施設をつなぎなおし新しい港の景観をつくる
2.エリア全体の機能配置（ゾーニング）

西郷港周辺地区と島をつなぐみちづくり
3.交通機能に関する整備方針

西郷港周辺地区をマチナカ（港町、西町、中町、東町）を
巡る散策ルートと、島の自然（ジオパーク）を巡る公共交
通・ドライブルートの起点に位置づけ、ターミナル周辺の
交通機能を集約します。臨港道路はシェアドスペース（歩
車共存道路）の導入を検討することで、うみとまちをつな
ぐオープンスペースとしての役割を持たせます。

西郷港周辺整備事業が隠岐の島の新しい玄関口としての景
観をつくり、次世代まちづくりの基盤となるよう、私たち
は下記の3つの提案をおこないます。
①海と街がつながる新しい港の風景〈ゲート〉をつくる
②地域とつながるまちづくりの基盤〈アイノマ〉をつくる
③隠岐の島の資源を地域の将来ヴィジョンとしてつなげる
〈西郷デザインノート〉

新しく整備された西郷港で、島に暮らす人、島に訪れる人
が共に過ごす風景により、次世代の隠岐の島のまちづくり
の土台となるつながりを育んでいきます。

4.交流機能に関する整備方針

まちとつながるアイノマのなりわい空間
5.商業機能に関する整備方針

ターミナルを改修し街側の顔はガラスファサードの店舗と
して、臨港道路沿いに街と港につながる店舗空間をつくり
だします。街区の建物は既存を活かしつつ、部分的に改修
してアイノマの新しい取り組みを受け入れます。街区全体
は既存を踏襲し分棟形式で更新し、国道軸に面する北側街
区は一体で開発する際は長屋形式とします。街路に面した
側にファサードを向け、店舗やバックヤードとなるコアを
挿入することで、懐かしくも新しい賑わいが広がります。

新しい商業・生活を支える街区改修
6.暮らし機能に関する整備方針

西郷港周辺地区はターミナルや商業地と隣接するポテンシ
ャルの高い商業・居住エリアでありながら駐車場と一体と
なった新規整備の難しさなどから十分に活用されていませ
ん。現居住者と新規居住者の住まいに加え、アイノマの機
能をもつ新しい商業・生活を支える街区改修を行い、立地
を最大限生かしたまちづくりの基盤を整備します。

ジオパーク

P
西郷港周辺地区

既存街区に
コア挿入

セットバックした
店舗と大庇が
既存商店街に
人を引き込む

街路 街路 街路 街路

OPTION01:
　住居コア

職住一体

駐車場

隠れ家
テラス

OPTION02:
　駐車場コア＋隠れ家テラス

隠岐の島〈アイノマ〉ゲート
-次世代まちづくりのための西郷港-

西郷港周辺地区にこれまで整備された様々な観光・交流施
設同士、街区と港をつなぎなおし、うみとまちが一体とな
った新しい港の景観をつくります。大きな機能配置は現状
のものをいかしつつ、緑とオープンスペースでつなぎ直し
街路や広場を島に暮らす人と訪れる人がともに行き交い過
ごせる豊かな空間に生まれ変わらせます。

臨港道路のシェアドスペース
（写真�神門通り）

地域とつながるまちづくりの基盤〈アイノマ〉
西郷港周辺地区の利用者であり、まちづくりの担い手であ
る「島民」「新島民」「来訪者」のそれぞれが求める新し
い「日常以外の環境」が重なる場として隠岐の島の〈アイ
ノマ〉を提案します。既存施設を活用しながら、豊かな文
化をもつ地域とつながる新しい西郷港周辺地区は、「食、
人、モノ、コト、学、働」の様々な活動を行う人々が共に
同じ空間を共有する交流の場となります。

まち

P P

西郷港周辺地区
A
BC

D

台地の緑

港の緑
うみ・まち通りの緑

ステップ １

取組内容

アイノマ
体制図

１ 2022 - 2025
アイノマの基盤構築

２ 2026 - 2030
アイノマ PJ のスタート

島民、新島民、来訪者の楽しめる場やニーズを明確にする 島民、新島民、来訪者の繋がりが強くなっていく

３ 2031 - 2035
持続するアイノマを創る
島民、新島民、来訪者の交わる領域が増えていく

コト

モノ

コト

食

働

住

学 地元IT、人材育成企業の取り組む高校生向けIT教育プログラム
を発展させ、Rubyの学習や探究学へと広げていく

遊 隠岐の島の伝統的な遊び、自然の魅力などを小中生
と一緒に掘り起こす体験ワークショップを開催

モノ

食

働

まちなかに整備する住居コアは既存住民の住戸の他
新住民や中長期滞在用のスペースも確保する住

フェリーターミナルの３階に探究学スペースを設け、
小中高生が大人と触れ合いながら学習を深める学

学ジオゲートウェイ→フェリーターミナルを隠岐の島の
植生に因んだ植栽帯で繋ぐ（子どもが植樹等に参加）遊 遊＋

働住＋

隠れ家テラスやフェリーターミナルには移住起業者の
既存店舗の移転や新規起業者の店舗を受け入れる

新島民の起業動向を把握しつつ、地元IT、人材育成企
業を主体として、起業・就業希望者のトレーニングをする

探究学スペースを拠点に植生等の勉強、遊びのプロ
グラム、まちづくりについての探究に大学生等と共に
取り組み、徐々にフィールドを街全体へと広げていく

隠岐の島町の移住施策と連携するほか、まちなかへの
住み替え希望の意向などを調査する

しげさ踊りの神秘性、隠岐騒動などの歴史、ジオパー
クの魅力など隠岐の島町の資源の価値を整理する

しげさ踊りを観覧する展望デッキなど、資源に応じた
体験価値を高める空間演出をエリア内に散りばめる

既存の商圏規模や継続・承継意向などを把握すると共
に、不足業種に関するマーケットサウンディングを行う

島民、新島民、来訪者の食嗜好を整理すると共に、既存
店舗の受容性から、新設と改善の必要性を把握する

フェリーターミナル内には短期滞在来訪者向け、隠れ家
テラスには移住者向けなど、嗜好に応じた食の場を展開

集会所と合築するあんき市場など、既存の商業機能を
高めつつ、新設の施設には新しい店舗を入れていく

モノ 遊＋
マルシェ広場、ステージ広場をマグネットに、あ
んき市場＋集会所の合築と既設建築で”市庭　
（いちば）”領域を形成する

住居コアには新規起業者やワーケーション利
用者を受け入れ、仕事の場と夜を中心とした隠
れ家での憩い、交流の場を形成する

食＋

モノコト＋
フェリーターミナルの商的機能は臨港道路側に開き
相対する市街地側との間で沿道型商店群を形成。う
み・まち通りと”市庭（いちば）”とを有機的に繋ぐ

新島民→ 移住して間もない時に孤立感…
コミュニティに加わるきっかけが欲しい

″新日常″へのスムーズなスタート

島　民→

″超日常″の場への憧れ

コミュニティ帰属は大事だけれど
少し解放されたい瞬間もある

来訪者→

″異日常″への渇望

sightseeingからjourneyへ
従来の見物型観光ではつまらない

コト・モノ・食・働・住・学・遊のテーマ別に、島
民の超日常、新島民の新日常、来訪者の異日常が形
成され、それぞれが繋がり、アイノマが醸成されて
いくステップと、それを支える体制を提案します。

提案チーム
・住民ニーズの丁寧な聞き取り
・ワークショップなどの運営
・デザイン方針基づく設計への反映

地元 IT、人材育成企業

総務省地域力創造アドバイザー

・テーマ毎のキーパーソン紹介
・専門的知見による学習プログラム

・商業機能に関するサウンディング
・まちなかの活性化、運営組織立ち上げ

提案チーム
・各種設計
・協議会やWSの運営
・新施設の自主利用
地元 IT、人材育成企業

総務省地域力創造アドバイザー

新会社

民間企業・金融機関
出資

ファンド

運営

・アセットマネジメント
・パブリックスペース活用
・DMO、地域商社
・人材育成

政府系・地銀
出資

・インキュベーション
・まちづくり活動への助成

しげさ踊りなど
の文化活動
小中高生の探究
活動

収益から
充当

案件の
発掘

隠岐の島町民
NPO
商工会など

新会社

運営 西郷港エリア
活性化協議会

・方針決定
・意見交換

町/住民/高校生/商業者

・学習プログラム
・情報発信ほか

・リーシング
・収益事業の検討
・エリマネ の検討

育成 タウンマネージャー候補
集落支援員、地域おこし協力隊など

・生業検討

アイノマ

各領域のベースを形成
″新″日常 ″異″日常

″超″日常

島民

新島民 来訪者

領域同士が繋がる 領域の重なりが広がる

A

B

C

D

■〈アイノマ〉プログラム

整
備
内
容

2 期整備1期整備
B

B
B

B

D
C

B
B

B

A
C

B
A
D

D

2022（R4）課題意識 対応方針 初年度の取り組み
・次世代（若年層）
・PJ の運営主体
・非商業企業
など

若年層による探究実
践
者
の
確
保

学びの場アイノマ大学

企業の誘致

PJ 広報の 2.0 化住
民
参
画 協議と調査と実践

活
動
の
持
続
化

悉皆調査・実践資
源
活
用 ルールづくり

リストアップと意向把握

基本ルールの検討

実行基盤と環境の整備

企業の意向調査

運営方針の検討

広報の手法検討

キックオフシンポジウム

社会実験の実施

検証と改善

運営組織づくり

社会実験内容の
協議・検討

地区に馴染む組織像の検討

臨港道路をフィールドに実施

検証 仕組み化の検討

悉皆調査

モデル化と並行したガイドライン＋資金調達支援

会議体の継続運営、苗木パークでの植樹など初動の実践

遺伝子ラボなどの取り組み発信 WSの取り組み、デザイン案などを継続発信 起業者、サテライトオフィスワーカーなど、まちの担い手の取り組みを継続発信

空店舗での学びの場運営やコワーキングスペースの展開準備 交流・起業促進の場を FT へアイノマ大学卒業生のまちなかでの起業促進、コワーキングスペース運営

離島サテライト企業の誘致 サテライトオフィスの環境整備 誘致企業と地元企業の協働機会の創出

プログラミングなどを通じて、まちの課題解決を考える 都会にはない隠岐の島ならではの魅力づくりを IT や探究学を駆使して実践 左記を定常化しつつ、拠点化

・気運の醸成
・意見の反映
など
・ストック把握
・活用手法の検討

・試行と検証
・仕組み化
・組織化
など

西郷港地区にフィットしたリノベロールモデルづくり 住み替え、利活用手法の定型化による持続的な取り組み
運営組織（エリアマネジメント主体）による事業化

会議体の継続運営、初動実践プログラムのフォローアップ

うみ・まち通り、大社分院通りなど、整備スケジュール毎にフィールドを拡大しながら実施

検証 検証 検証 検証

全域を対象に定常化

検証

設立準備室の開設、運営組織化。情報発信スタート 施設運営部門の開設 アセット活用部門の開設 都市再生推進法人化 地域団体と連携した企業誘致、DMO、移住支援など

定常化

検証

調査・試行 恒常化・定着化

大家の意向を踏まえながら
活用可否を調査

初期段階では設計に関与
テーマを勘案したモデル化

設計段階からの動きを
伝え続けることが肝要

企業誘致と並行して、
居住環境も充足

フェリーターミナル整備に
併せて機能を分割・拡張

リノベモデルに
則した空間づくり

都市再生デザイン会議
町民との意見交換会

運営組織（エリアマネジメント主体）の将来像
地元民間企業・当共同体・金融機関 ほか

出資

ファンド
運営

・アセットマネジメント
・公共空間活用
・DMO、地域商社
・人材育成　ほか

政府系／地元信金
出資   共同運営

・インキュベーション
・リノベーション
・まちづくり活動助成

収益を
充当

案件の
発掘

・しげさ踊りなど文化
   活動の継続
・小中高生の探究活動

活動支援

提案を
受付

隠岐の島町民
地元NPO
商工団体・観光協会
小中学・高校生
大学・専門学校生
企業等

まちづくり提案

事業アイディア

エリマネ
新会社

タウンマネージャー
スタッフ

アイノマ大学

次の世代を担う皆さんへ

隠岐の島

東京

大阪福岡

12 才

22 才
6 年後、18 才で島を出て、東京に進学

10年後、18 才で島を出て大阪へ進学

大学卒業後大阪の IT 企業に就職

8 才
28 才

14 才

25 才 新卒
で新
会社
に就
職

ワーケーション制度を活用して二地域居住開始
15 才の時、高校進学で福岡へ

10年後に夫と息子と島へ

2033（R15）～ 事業完了は 10年後です。
皆さんはどんな大人になっているでしょう。

西郷港周辺地区整備事業におけるまちづくりの活動と多様
な街区の建築更新の型、住民とつくりあげ実践してきた景
観ルールの展開により、西郷港玄関口地域（東町、中町、
西町、港町）へと取り組みが展開していきます。
2 期10年の西郷港周辺地区整備事業の要求水準にある「交
通」「交流」「商業」「暮らし」の基本方針の実現と地域
への波及により、隠岐の島は次世代が夢をかなえ活躍する
舞台へと変わっていきます。

整備内容の整理
→都市再生整備計画へ
→事業計画(条件整理)
→導入施設検討
→全体基本計画平面図
　部分基本計画図

デザインノートづくりを通し
て、西郷港周辺地区整備事業
と西郷港玄関口地域（東町、
中町、西町、港町）のまちづ
くりの連携を密にします。

要求水準にある西郷港周辺地区デザインの基本方針を実現していく事業スケジュール

〈うみ・まち〉居住・インキュベーションゾーンB
〈うみ・まち〉居住・インキュベーションゾーンB〈うみ・舞台〉市庭ゾーンC 〈うみ・まち〉居住・インキュベーションゾーンB〈うみ・舞台〉市庭ゾーンC

〈うみ・まち〉商業ゾーンA

〈うみ・みどり〉遊・学ゾーンD

2026-27
うみ・まち通り

2026
集合新築型（島民・新島民）

2024

まちの遺伝子ラボ
（転居支援センター）

2026
目貫通り再整備

2026
集会所・あんきマルシェ

2028-29

臨港道路再整備
（シェアドスペース）

2027
集合新築型（島民）

2028
混合型（大屋根部・新築）

随時
個別リノベ型　個別新築型

随時
個別リノベ型　個別新築型

2027
台地アクセス路整備（提案）

2030-31
港湾部道路

2030-31
町営駐車場整備（40台）

2028-29
マルシェ広場／お魚広場

2031-32
フェリーターミナル改修

2031-32
港湾部広場

港の緑が育ち、台地 -まち - 港をつなぐ

西町港町

街区更新の他地区への展開

東町

中町

空間整備③空間整備②空間整備①
まちづくりの拠点、改修エリアの暮らしと商業の仮移転先となるまちの
遺伝子ラボ（転居支援センター）の早期整備と、街並みの継承・発展の
方法を地元建設関係者とともに議論し街区内で実践することでまちづくり
の基盤となる関係性を構築しノウハウを蓄積します。
仮設的・イベント的な住民参加の機会を戦略的に進めつつ、用地交渉や
協議状況に柔軟に対応しながら、早期に実現可能なものから戦略的に建
築、外構・広場、道路の各整備を行います。

多様なかたちの新築やリノベーションによる街区の建築更新
が進み、新しい西郷港周辺地区の商業と暮らしの姿が本格
的に立ち現れてきます。各種調整・協議・社会実験を積み
重ねた臨港道路のシェアドスペース（歩車共存道路）化を実
現し、広場とともに港と街をつなぐ街路空間を創出します。

2030-31

町営駐輪場再整備（30台）
町営駐車場再整備（52台）

2031
大社分院通り

2030-31
ステージ広場

港湾部は、港湾機能を維持しながら埠頭部を含め
た魅力的な港づくりを着実に進めるため、調整期
間、整備期間に余裕をもたせ、綿密な調整・設計
反映をしながら、街側整備、まちづくり活動と連動
した整備を進めます。苗木パークでの活動を活か
し港湾部の緑化を進めます。

国道 485 号

ポートプラザ

ターミナル

ジオゲートウェイ

出雲大社分院

臨港道路

国道 485 号

ポートプラザ

ターミナル

ジオゲートウェイ

出雲大社分院

国道 485 号

ポートプラザ

お魚市場

臨港道路
臨港道路

ターミナル

ジオゲートウェイ

出雲大社分院

■脱炭素社会の実現への寄与
隠岐の島は本土と独立した電力系
統であることから、脱炭素社会に
向けた先進的な取組を行う条件が
備わっています。また隠岐の島町
バイオマス産業都市構想が掲げら
れるなど、豊かな森林資源の利活
用は重要なテーマです。
本提案では、西郷港周辺地区の建
築・ストリートデザイン・植栽等
の整備に地場の木材を積極的に用
いるとともに、森林環境保全と連
携した苗床の運営管理、植樹活動
にも取り組んでいきます。
玄関口である港の広場にまちづく
りと連動して整備する学びの森は
みんなでつくる脱炭素化の象徴に
もなります。

現況：豊富な森林資源

森林資源の循環促進
炭素吸収量の増加

島全体での
隠岐産材利用

持続可能な脱炭素社会の実現

隠岐の島町の面積の 87%が森林 
課題：林業衰退・森林の老齢化等

外構 /広場 / 道路のデザイン
建築デザイン（新築 /リノベ）

西郷地区まちづくり
隠岐杉を用いた都市デザイン 「苗木パーク」

市街の空地の緑化
次世代の環境教育

既存の施策
「隠岐ハイブリッドプロジェクト」
「バイオマス産業都市構想」

再生可能エネルギーの利用促進
二酸化炭素排出量の削減

連携

■地方創成SDGsへの寄与
＜アイノマ＞ゲートのSDGs（経済・環境・
社会）への貢献と既存施設の積極的活用・
連携により隠岐の島町第2次総合振興計画
のコンセプト「良かったが響くまち」の実
現に寄与します。

良かったが響くまち第2次総合振興計画 × SDGs

経済：　アイノマの雇用（商業・観光業）
環境：　台地と港をつなげる緑（グリーンインフラ）
社会：　島民、新島民、来訪者のつながり（交流）

＜アイノマ＞ゲート
×
SDGs 

アイノマ
既存施設の活用・連携既存施設の活用・連携

西郷港魅力アップ×環境配慮西郷港魅力アップ×環境配慮

＜アイノマ＞ゲート
×
SDGs 

街並みの継承

機能のアップデート

■まちの遺伝子ラボ：まちづくりのスタート拠点 ■隠岐の島らしいまちづくりに合った街区の建築更新の型

まちの遺伝子ラボ

人・モノ
活動

まちの

景観
ルール

山

港
広場

風景

生態系

苗木
パーク

転居支援
センター

まちなみ
ラボ

改修
エリア

まちの遺伝子ラボ

プロジェクトのはじめに設立する「まちの遺伝子ラボ」は、隠岐の遺伝子を継承し、進化
するためのまちづくり拠点として、賑わい、風景、生態系を生む３つの機能を持ちます。

【転居支援センター】
改修エリアの暮らしと商
業の仮移転先となり、1階
の「遺伝子ラウンジ」で
は、新しいビジネスチャ
レンジの研究会・イベン
トを行い、隠岐の新陳代
謝を支え、未来の賑わい
創出の場となります。

【まちなみラボ】
センター新築とリノベーション
を契機に、島内の設計・施工の
プロ、島内外のまちづくりのプ
ロ、全国の景観行政の経験豊か
なアドバイザー（※）の連携体
制を構築します。

【苗木パーク】
苗木パークは、山、港、
広場を生態系でつなぐ拠
点となります。港の防風
林、広場の植生、隠岐杉
の軒裏や家具につかう材
木を島のみんなで育てる
始まりの場となります。

島民と島内外の専門家によって、
隠岐らしさを継承した多様性豊か
な景観のあり方を議論し、ルール
の策定・更新をします。
※提案者は文化庁重要文化的景観アドバイザーはじめ
大船渡市、大阪市、青梅市、港区、渋谷区、山梨県、
調布市、盛岡市等の全国の景観関連のアドバイザー

本提案の街並みの継承と機能の
アップグレードのバリエーショ
ン豊かな街区の建築更新の型は
、下記の4つの利点により隠岐
の島らしいまちづくりを確実に
実現していきます。

街並みのスケール
や各建築の歴史な
ど街の履歴を継承
と機能のアップデ
ート両立が可能

新築から既存建築
のリノベーション
まで、商業者、来
訪者の様々なニー
ズへの対応が可能

早期の小さなスケ
ールの見える化に
より地域住民が実
感をもてるまちづ
くりの推進が可能

地権者との用地交
渉、各種協議の進
捗に合わせた計画
変更などの柔軟な
対応が可能

【多様な建築更新の型の利点】

【継承性】 【共感性】 【多様性】 【柔軟性】

多様な建築更新の型（本提案） 大規模新築

機能

ラボとデザインノートによる
マチナカ連携まちづくり

運営

まちづくりが育つ仕組みづくり（中間支援組織）

手法

世代の異なる子供たちと大人が
うみ・まち軸に集まる空間構造

事業費・技術面

基本方針を確実に実現する戦略的マネジメントの実践

利用

全天候型の多様な広場と次世代が活躍する基盤づくり

町民・民間力の活用

アイノマのプログラム、デザインノー
トなど初年度の取り組みから継続的に
町民・民間力の活用を実践します。街
並みの継承・発展の方法を地元建設関
係者とともに議論し実践するプロセス
や、苗木パークの展開など、特に大規
模な整備が進まない早期からの段階的
な住民参画を重点的に推進します。大
規模施設の新築や作り込みすぎる計画
を避け、計画に余白をもたせた住民の
皆さんと協議しながら決めていく段階
波及型まちづくりを進めます。

2期10年で「交通」「交流」「商業」「暮らし」の基本方針を確実に
実現するため、空間整備の段階を3段階に整理し、いつまでに何をす
るかを定めた上で、まちの遺伝子ラボ（転居支援センター）の早期整
備や、用地交渉や国県との協議への柔軟な対応、各年度の整備費の配
分等を考慮し戦略的に事業費とスケジュールをマネジメントします。
提案者の東日本大震災復興事業や全国各地の10年単位のインフラ整
備やまちづくりの経験を活かし長期事業を確実に推進していきます。

うみ・まち軸には世代の異なる子供た
ちや大人が集まる遊びや学びの空間が
連なり、既存施設と連動しながら、海
と街をつなぐ空間構造を形成します。
既存施設と新規整備施設の連動により
隠岐の島の風土合わせて季節や天候に
よって違う顔を見せつつ、柔軟に利用
可能な細やかな生活、観光の舞台をつ
くります。

まちの遺伝子ラボ※内の「まちなみ
ラボ」の地域調査による地域の履歴
や街並みの特徴の分析と共有、デザ
インノートによる西郷港周辺地区の
整備を西郷港玄関口地域（東町、中
町、西町、港町）との連携などの機
能により、西郷港周辺整備事業を、
地域の履歴や空間の価値や豊かさを
みんなで見いだし、次世代が活躍す
る舞台となる隠岐の島のまちづくり
につながる取り組みとして確実に推
進します。

各種設計、協議会やWS運営等を行う提案チームと、学習プログラム、
情報発信を行う地元IT・人材育成企業、リーシング、収益事業・エリマネ
の検討を行うアドバイザーの協力者を中心に、新会社の設立を検討しま
す。新会社は西郷港周辺地区において、継続的にまちづくりを担う組織
として、初期段階は整備内容に関する情報発信とイベントや社会実験を
通じた啓発に注力し、整備の進捗に応じて、施設の運営やアセットの活用
など、徐々に役割を付加していき、将来的にはまちづくり活動を支える
ファンドの創設も目指します。
並行して隠岐の島町、住民、高校生、商業者による西郷エリア活性化協議
会や、タウンマネージャー候補の育成を通じて、アイノマPJの基盤をつく
っていきます。
持続的にアセットマネジメント、DMO、人材育成、インキュベーション、
地域のまちづくり活動助成を継続的に行う体制をつくっていきます。

多世代の様々な利用者が利用可能な空間・環境づくりへ向け、連動する
既存施設を含めたバリアフリーを徹底します。町民の主体的な活動の多
様性を育む空間づくりを心がけ、年間を通じて全天候型で多様な利用が
可能な環境を創造します。
IT教育や企業誘致の場として環境整備、プログラムの蓄積により、次世
代が将来的に活躍する基盤となる地域づくりの拠点とします。

大規模新築型

段階波及型

半屋内化の可能性を検討

うみ

臨港道路

室内遊具がたくさん

子供図書がならぶ

何気ない時間を過ごす

自主学習スペースが充実
本箱

学び場

たむろ場
( 大階段 )

学びの森・芝生

まち

遊び場

スタートからまちづくりの展開を実感できるプログラム

歴史 /文化　空間の履歴

まちの遺伝子ラボ
山

川
みち

港
町

西
町

中
町

東
町

西郷まちづくり

アイノマ

隠岐の島の将来を
担う多様な人材

時
間
的
広
が
り

調査

まちづくり
に展開

デ
ザ
イ
ン
ノ
ー
ト

将来像の共有

マチナカ連携 空
間
的
広
が
り

うみ

※「まちの遺伝子ラボ」の詳細は当ページ目左下を参照

■3層吹き抜けのうみ・まちコアは風雨から守られた半屋外空間で、
　集い場や観客席にもなる大階段を中心にうみ・まち・人を立体的につなぐ


